
　　　　　　　　　　　　　　　　　主治医：　　　　　　　　　　　　　担当医：　　　　　　　　　　　　　　　看護師：

月　　　　　日

　術後1日目

目標 性器出血がない、痛みがある時に看護師へ伝える事ができる 退院後の生活が理解できる

・朝９時ごろから点滴を開始します

　手術室には（　　　　　　　）時ごろ

　入室する予定です。家族の方は
　手術開始の約３０分前には来院
　するようにしてください。また、前 ・朝食が半分以上摂取できれ
　後の手術の進行により、開始時 　ば点滴を抜きます
　間が遅れることがあります

・手術後は酸素を吸入した状態で手術室から帰ってくる 　
　

・主治医の退院診察があります

・ベット上安静ですが、体の ・朝から座ることができます 　　　　　
　向きを変えたり、足を動か ・手術後初めて歩くときは必ず看 　【退院について】

活動 ・自由です 　したりしてもかまいません 　護師と一緒に歩きます ・術後１日目退院です

安静度 　＊病棟外に出られるときは ・必要時看護師がうがいの介 ・歩行後はビデ洗浄ができます

　　看護師に声をかけて下さい 　助をします

・点滴、おしっこの管が抜けたら
シャワーが可能です

・退院時に次回外来の予約票
と診察券をお渡しします。

食事 ・お水を飲むことも、食事を ・朝から普通食になります

　摂ることもできません

　《注意事項》

◆退院後1週間は無理のないよう日常生活を送りましょう
◆お腹の痛みや出血が増えるなど、気になることが

・麻酔科医の診察があります。承諾書を必ず提出して下さい 　ありましたら、病院にご連絡ください

・入院生活及び手術について看護師から説明があります
　琉球大学病院　　４F婦人科病棟
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・バスタオル　２枚　　　　・ナプキン　２～３個 　　　＊平日の日中は外来へ連絡して下さい
・タオル　２～３枚　　　　・フィットショーツ　１枚 　　　＊夜間、休日は病棟(内線３４０１)へご連絡下さい

手術の ・ストロー、コップ　1個 　・オムツ（テープ式）1枚 　

必要物品 　＊院内ローソンで購入できます 　＊入院費の概算
（その他）     事務担当から説明があります
・入院時には内服しているお薬を必ず持参してきてください
・マニキュアなどは落としておいてください
＊保険等の書類は2階の診断受付窓口へ提出してください

患者様及び
ご家族への説

明

・術中の緊急時の対応のた
め。可極の型は手術中、病室
かパントリーで待機してくだ
さい

・手術後に主治医から家族の
型へ手術についての説明があ
ります

・夕食後に錠剤の下剤を２錠飲みます

・ご希望があれば、眠剤を内服されて
休まれることも可能です

処置
薬剤

・主治医から手術の説明があります。承諾書を必ず提出して
下さい

・流動食になります
・間食はしないでください

・リストバンドを確認します

・１３時頃に液体の下剤を飲みます

　　手術当日（手術前）　・　　（手術後）

　　　　　　　　　　　　月　　　　　　　日

・手術後、膀胱には管が入っています

・手術から帰ってきたらﾍﾞｯﾄ上安静です。起き上がらないよ
うにして下さい

・退院時に必要な薬などあれ
ば　早めに医師に申し出て下
さい。

・子宮の入口の閉鎖予防の為、オレ
ンジ色の管が入っています。自然に
取れた時や出血が増えてくる様なら
看護師に連絡下さい

　こともあります

　　　月　　　　　　　日

　　入院・手術前日

検査

     　子宮頚部円錐切除術を受けられる     　　　　　　　　　　　　 様

・十分歩けることを確認できれば膀
胱の管を抜きます

手術の流れが理解できる

・現在内服中の薬を確認します

　排便の状態を確認します。流さず、立ち上がらずにﾅｰｽｺｰ
ﾙして下さい

・手術の傷が痛みますが、出来るだ
け歩くようにしてください・朝６時ごろ浣腸があります
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